
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

アウラ

オートマトン

バロック

バロック

14歳

絶望

50

煉獄

10
α10.自殺

β99.終末後

命

大往生

ノーチェ

鳥のように両腕を広げ、空へ舞う。落下する身体。全身に走る激痛。私がこの手で幕を下ろしたのだ。それでも私は、終わりに安堵していた。

一人、二人と減っていく中。人々は支え合い、いがみ合い、争い合って…じわじわと破滅していく。私はそれを見ていた。ただ、何もせずに、見ていた。

大切なお互い。たった一人の姉妹。 それは生前の記憶ではなく、死後の記憶。 今まで紡いできた二人の旅路。 積み重ねた思い出は、生前の思い出にもひけをとらない心の支えとなっている。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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冷酷

夢の開花

四季の彩

華刃白明

狂華酔月

移ろう夢の花

風の抱擁

追憶の種

風凛華散
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徒花の涙
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肉弾攻撃１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１

移動１

妨害１

狂気判定につき1回、判定のダイスを振り直してよい。

行動・攻撃・切断判定振り直し。コストとして基本パーツ１つ損傷。

発狂状態の未練が存在しない時に行う攻撃判定の出目+1。

コストとして自身の基本パーツを1つ損傷させる。発動以降ターン終了まで攻撃判定出目+1。重複不可。

肉弾攻撃マニューバの使用宣言時、コストとして攻撃に付与された「切断」「爆発」「連撃」「転倒」のいずれか1つを打ち消す代わりに「切断(重複不可)」「爆発(重複不可)」「連撃1(すでに付与されているなら、さらに連撃数+1)」「転倒(重複不可)」のいずれか1つを任意に選んで付与してよい。

肉弾攻撃マニューバのコスト-1(最低2)

攻撃判定出目+1、与えるダメージ+1。あなたを対象に行われる攻撃判定出目+1(全体攻撃は自分のみ+1)、受けるダメージ+1。

このスキルを取得した際に、センティフォリアのスキル2つを取得する(特化スキルは不可)。

肉弾攻撃マニューバの使用宣言時、コストとして自身の基本パーツを1つ損傷させる事で、その肉弾攻撃マニューバの最大射程を+1してよい。重複不可。

ターン終了時およびバトルパート終了時、損傷した基本パーツを[あなたが取得しているセンティフォリアのスキル数]つ、任意に選んで修復してよい。

コストとして自身の基本パーツを損傷させるマニューバの使用宣言時、基本パーツの代わりに同数の変異の強化パーツを損傷させることでコストとしてもよい。また、基本パーツおよび変異パーツを損傷していても、それらのマニューバを使用してよい。

支援[自身の損傷している基本パーツの数÷4(切り上げ)]か妨害[自身の損傷している基本パーツの数÷4(切り上げ)]

あなたと同じエリアに姉妹が1人も存在しない時のみ使用可。あなたの肉弾攻撃マニューバで発生したジャッジタイミングにおいて使用された「妨害」の効果を持つマニューバを、ダメージタイミングにおいて使用された「防御」の効果を持つマニューバを、それぞれ1回ずつ無効化してよい
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